
令和４年 9 月 26 日 

就職支援部 

 

企業アンケート（大学・短大） 

 

【対象】 

卒業生の就職先企業 

 

【調査方法】 

電話、メール及び企業訪問時に調査 

 

【意見交換】 

・学生の企業研究が希薄になっているように感じる 

・コロナ禍により、学生時代の社会経験が減っていることにより自己 PR が弱い 

・今後の選考では非言語、論理的思考、ストレス耐性を重視していく 

・会社の看板となってくれている卒業生が多く在籍している。今後も引き続き採用していく 

・基本は入社してから教育していくので、スキルではなく、やる気をみて採用していく 

・失敗を恐れないよう大学時代にゼミ活動など多くの経験をしてもらいたい 

・文系の採用を減らしていくことになる 

・運動部に所属している元気のある学生を積極的に採用したい 

・大学時代にアルバイトなど働く経験をしておくこととポイントが高い 

・情報を学んでいる学生を積極採用していく 

・オンラインになってしまうが、インターンシップや説明会などに積極的に参加して欲しい 

・周囲の人と何かを成し遂げる経験をしてもらいたいがコロナ禍で厳しい現状も理解する 

・明るくあいさつができるといった社会人の基本となるものを大切にしていきたい 

・自己アピールを自信持ってできるように学生時代に多くの経験を期待したい 

 

【企業が求める情報について】 

現在は多くの企業から成績証明書、卒業見込証明書、健康診断書の発行が求められている

が、この 3点以外にも提示して欲しい学修成果の情報があるかと確認したところ、全ての企業

で特にないと回答があり、逆に企業の情報を多くの学生に知ってもらう機会を設けて欲しいと

依頼を受けた。就職支援部では、現在行っている学内企業説明会の日数を増やすとともに 

学内ポータルサイトの中で学生に多くの企業を周知していく。 

 



令和 4 年 9 月 26 日 

就職支援部 

卒業生アンケート（大学） 

 

【対象】 

令和３年度卒業生対象（対象者 650 名） 

 

【回収方法】 

・G メールにより案内文を送信し、Google フォームで回答 

・電話での聞き取り 

 

【回収率】 

20.7％ 

 

【アンケート】 

現在の仕事はいかがですか？ 

◎満足 

・仕事にやりがいを感じる 

・職場の環境が合っている 

・人間関係で悩むことがない 

・自分自身の成長を感じる 

 

◎不満 

・仕事の相談できる人がいない 

・人出不足と感じる 

・残業が多い 

・入社前の説明が不足していたと感じる 

 

学生時代にもっと学んでおけば良かったことは何ですか？ 

・敬語などの言葉使い 

・ボランティア活動 

・パソコンスキル 

・資格取得 

・ 
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